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試験開始までに下記の注意事項をよく読んでください。

課題作文

試験時の注意事項

①　試験開始の合図があるまで、問題冊子を開いてはいけません。
②　解答用紙は学科により異なります。自分が受験する学科（受
験票に記載された学科）と解答用紙の学科に相違がないか、
確認すること。

③　開始の合図の後、解答用紙に「氏名」・「受験番号」を記入す
ること。受験番号は算用数字で記入すること。

④　解答用紙は横書きで記入すること。
⑤　記述解答で、字数の指定がある問題では、句読点は 1字とし
て数えること。

⑥　下書きは、問題用紙の余白または裏面を使用すること。
⑦　試験中に問題冊子の印刷不鮮明、ページの落丁・乱丁および
解答用紙の汚れ等に気付いた場合は、手を挙げて監督者に知
らせること。

⑧　試験終了後、この問題冊子は持ち帰ること。





（Ⅱ期－1）

問題１．
　衣・食・住環境の中から 1つ選んで ICT化の利点と課題（問題点）を挙げ、利点は
活用方法について、課題（問題点）は解決策についてそれぞれ提示し、これからの生活
環境に対応する ICT化の展望について 400 字以内で述べてください。

問題２．
　以下に示す「ジェンダー・ギャップ指数（GGI）2024 年」※を見て読み取れる日本の
男女格差（ジェンダー・ギャップ）について指摘し、あなたの意見を 400 字以内で述べ
てください。
※ジェンダー・ギャップ指数（GGI: Gender Gaps Index）は、「世界経済フォーラム
（WEF）」が世界男女格差報告書「Global Gender Gap Report2024」に、経済・教育・健康・
政治の 4分野毎にウエイト付けして選出し公表している。

出典：内閣府男女共同参画局（一部改編）
https://www.gender.go.jp/international/int_syogaikoku/int_shihyo/index.html

※男性に対する女性の割合（女性の数値 /男性の数値）を示している。０が完全不平等、１が完全平等となり、
１に近いほど順位が高いとされている。

（備考）1. 世界経済フォーラム「グローバル・ジェンダー・ギャップ報告書（2024）
　　　　 より作成
 2. 分野別の順位：経済（120 位）、教育（72 位）、健康（58 位）、政治（113 位）

「ジェンダー・ギャップ指数（GGI） 2024 年」

ジェンダー・ギャップ指数
（GGI） 2024 年の順位 /146 か国

経済（参画）（0.568）

政治（参画）（0.118） 教育（0.993）

健康（0.973）

経済・教育・健康・政治の各指数　

・労働参加率の男女比
・同一労働における賃金の男女格差
・推定勤労所得の男女比
・管理的職業従事者の男女比

・識字率の男女比
・中等教育就学率の男女比
・高等教育就学率の男女比

・国会議員の男女比
・閣僚の男女比
・最近 50 年における
  行政府の長の在任年数の男女比

・出生児性比
・健康寿命の男女比

アイスランド（0.935）
1 位 /146 か国

平均（0.685）

日本（0.663）
118 位 /146 か国
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0.666
0.664
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0.661

1
0.8
0.6
0.4
0.2
0




	○TF_総合選抜_2E （2025)_表紙.indd_1010-0018
	○TF_2E_総合型選抜（環境学科）(2025) .indd_1031-0017

